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  権利関係 相続 

平成８年度［問 10］    

権利関係 

相続 
 
  居住用建物を所有するＡが死亡した場合の相続に関する次の記述のう
ち、民法の規定によれば、正しいものはどれか｡ 
 
１ Ａに、配偶者Ｂ、Ｂとの婚姻前に縁組した養子Ｃ、Ｂとの間の実子Ｄ
（Ａの死亡より前に死亡）、Ｄの実子Ｅ及びＦがいる場合、ＢとＣとＥと
Ｆが相続人となりＥとＦの法定相続分はいずれも１／８となる｡ 
２ Ａに、配偶者Ｂ、母Ｇ、兄Ｈがいる場合、Ｈは相続人とならず、Ｂと
Ｇが相続人となり、Ｇの法定相続分は１／４となる｡ 
３ Ａに法律上の相続人がない場合で、10 年以上Ａと同居して生計を同じ
くし、Ａの療養看護に努めた内縁の妻Ｉがいるとき、Ｉは、承継の意思
表示をすれば当該建物を取得する｡ 
４ Ａに、その死亡前１年以内に離婚した元配偶者Ｊと、Ｊとの間の未成
年の実子Ｋがいる場合ＪとＫが相続人となり、ＪとＫの法定相続分はい
ずれも１／２となる｡ 
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■■〔正解〕１ ■■ 

 

法定相続分 

第１順位 配偶者１/２・子１/２ 
第２順位 配偶者２/３・直系尊属１/３ 
第３順位 配偶者３/４・兄弟姉妹１/４ 
※子→直系尊属→兄弟姉妹の順に相続分が少なくなり、残りの分が配偶者。 
※自分より順位が高い法定相続人がいると法定相続分はなし。 
・養子縁組をしていると、養親が死亡したら養子にも相続権が発生する。 
※Aではなく Bが死亡した事案だったら、Cに相続権は発生しない。 
・相続人が死亡している場合には代襲相続が発生する。 
※相続欠格や相続廃除が事案でも代襲相続は発生する。 

□□ １ 〇 
Ｂの法定相続分：１／２ 
Ｃの法定相続分：１／４（１／２×１／２） 
Ｅの法定相続分：１／８（１／２×１／２×１／２） 
Ｆの法定相続分：１／８（１／２×１／２×１／２） 

□□ ２ × 
Ｂの法定相続分：２／３ 
Ｇの法定相続分：１／３ 
※第２順位のＧがいるので、第３順位のＨには法定相続分なし。 

□□ ３ × 
内縁者は法定相続人にあたらない。 
※裁判所に特別縁故者であると認めてもらう必要がある。 

□□ ４ × 
離婚した後に死亡した場合、元配偶者に相続権はない。 
被相続人と元配偶者との間の子には相続権あり。 
Ｊは相続人とならず、Ｋのみが相続人となる。 


